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にも当てはまる。 
では、生徒を「個」として捉えるとはどういうことか。帰国生徒の指導において、我々は当初は生徒たちの言

動を「〇〇国に〇年滞在していた」といったような背景と結び付けて、いわば「点」として捉えようとしていた。

しかし、生徒たちの価値観の多様性に触れるにつれ、むしろ「この生徒はこれまで〇〇という環境の中で育って

きて、そしてその中で〇〇を大切だと思っている」といった「線」としての見方で捉えた方が適切ではないかと

感じるようになった。 
これは日本で育ってきた生徒にも当てはまる。例えばある生徒は「ピアノが得意」という個性をもっている。

その個性を、〇〇というきっかけがあってピアノを弾くことが好きになり、練習を重ねることに喜びを感じるよ

うになり、その結果としてピアノが得意になった、といった捉え方をするということである。 
一人ひとりの生徒がこれまで歩んできた道のりを大切にすることが、生徒を「個」として捉えることにつなが

る。どの国で育ってきた生徒であっても、歩んできた道のりは多様であり、それこそが生徒たちの「個」を大切

にするということなのではないか。これが帰国生徒教育が学校教育一般に対して与えてくれる一つの示唆である。 
 

3．学校教育における多文化教育に対する示唆 
 もう一つ注意しなければならないのは、1.で述べたような帰国生徒の多様な文化を尊重する態度は、一斉授業
の中ではあまり目立たないということである。授業実践（１）の周縁化条件にある 1年生や統合条件にある 3年

生に見られたように、帰国生徒たちは積極的に自己の価値観を発信しない。我々は、帰国生徒に日本の硬直した

学校文化を変革してくれるような役割を一方的に期待する傾向があるが、従来通りの授業の進め方では、生徒の

多様性が授業の中で浮かび上がってくることはない。したがって、単に帰国生徒とともに学ぶだけでは、「相互

に学び合う」ことは難しいと思われる。教師が個に目配りし、発信を手助けすることの有効性が本実践で示され

たが、それ以外にもどのような授業展開や個別の働きかけが有効なのか、引き続き検討する必要があるだろう。

ましてや、教師による特定の価値観の教え込みになってしまっているような状況では、帰国生徒が自分の考えを

発信することはますます困難になってしまう。常に自戒を忘れないことが必要であろう。 
 それは、帰国生徒や多様な言語文化の背景をもつ生徒に限らない。教師はどうすれば少数派の生徒の声を聞き

取り、多数派の中から引き出して学級の中で輝かせることができるか。周縁化条件や統合条件での生徒の姿に見

られたように、少数派生徒自身の力だけでそれを実現することは困難であり、教師が積極的に働きかけない限り、

真の意味で「多面的・多角的」な視角を得ることはできない。これが帰国生徒のいる学級での学びから得られる

2つ目の示唆であり、今後も考え続けていかなければならない課題である。 

Ⅳ．おわりに 

帰国生徒学級閉鎖への移行期に当たり生じた 3 つの異なる条件下での道徳科授業における帰国生徒の道徳科
の学びの様子を分析した。限定的な環境での実践ではあるが、「個」として捉えることについて大きな示唆が得

られた。 
今後も帰国生徒教育での蓄積から我々は何を学ぶことができるのかを考えていきたい。 
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抄録：本研究は、主体性を育むための社会科授業の設計に向けて、自己調整学習に着目した実践を提案する。

筆者らは、学習者が自らの思考過程を意識化し、多様な視点から事象を捉え直し、よりよい社会の姿を主体的

に考え続ける力の育成が不可欠であると考える。そこで、学び方学習の一つでもある自己調整学習の視点か

ら、主体性を育む社会科授業の要素を考察した。その結果、単元の見通しと実行の往還、協働的な学習活動の

位置付けに着目し、中学校社会科を事例にした授業を提案した。
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Ⅰ．はじめに

「杞憂」として一笑に付されてきた心配事が、現実となり社会を揺るがす事例は後を絶たない。COVID-19に
よる世界的なパンデミック、ロシアによるウクライナ侵攻、生成 AI の爆発的な台頭、かつては杞憂とされた心
配事は次々と現実化している。VUCA(経済産業省:不安定で変化が激しく[Volatility]、先が読めず不確実性が高
く[Uncertainty]、かつ複雑で[Complexity]、曖昧な[Ambiguity]状態)の時代にあって、教育の在り方が常に再考
される。近年では、VUCAに対して Jamais Cascioによって「BANI(バニ)時代」という考え方も提起されてい
る。「BANI」とは、「Brittle(もろい)、Anxious(不安)、Non-Linear(非線形)、Incomprehensible(不可解・理解不
能)」の頭文字をとったもので、社会現象として客観的に捉える「VUCA」に対して、人々が主観的に社会を捉え
る視点として提起されている。SNSを例にすれば、これまで
安泰とされてきた巨大な IT 企業が規制一つで株価に大きな
影響を受け、SNSでの評価に過敏になったり、アルゴリズム
の分からないままに SNS に何度も表示されることで「バズ
る」が、なぜそれが流行しているのか分からなかったりとい

ったことが挙げられる。

そうした中で、学習指導要領の改訂に向けて中央教育審議

会「教育課程部会 教育課程企画特別部会」では、「学びに向

かう力、人間性等」について次期学習指導要領に向けて整理

された（図図１１）。整理された「『学びに向かう力、人間性等』の

整理イメージ(素案)」（以下、「整理イメージ」）では中核に「学
びの主体的な調整」を置き、「初発の思考や行動がひとりよが

りなものとなったり、意味のあるまとまりを失ったりしない

よう、他者との関わりや自己のメタ認知等を働かせていく中で

そうした思考や行動を修正（自己調整）し、それらを往還しな

がら、よりよい学びやその先にある豊かな人生・よりよい社会

図図１１「「学学びびにに向向かかうう力力、、人人間間性性等等」」 

のの整整理理イイメメーージジ（（素素案案）） 

（（中中央央教教育育審審議議会会 22002255）） 
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に向かっていくことが重要となり、このことはより高い水準での主体性を育むことに繋がる」とされた（令和 7
年 7月 4日中央教育審議会教育課程部会 教育課程企画特別部会（第 10回）配付資料）。現行の学習指導要領の
改訂でそれまでの「関心・意欲・態度」に代わって新たに示された「学びに向かう力、人間性等」の態度側面が、

より精緻に整理され、学校教育の中でも重要性が増しているといえるだろう。 
そうした中で、金子遥(2021)では、メタ認知による抽象化が社会科における「深い学び」の実現に必要である
ことを示し、学習のめあてに着目した授業開発を高等学校公民科「政治経済」を例に示された。めあてを提示す

るプロセスを授業に取り入れることで学習者に見通しを持たせる学習を提案した。法則的知識と個別的知識に分

け、個別的知識を授業で学習してから法則的知識へとまとめるという授業での流れ(西林 2009,p.49)で見通しを
持たせることで、まとめの場面で学習内容の関連付けや抽象化が行われることが推察された。見通しを立てると

いう授業設計の視点の重要性を示している。金子遥・東俊克(2023)では、態度評価の側面である「主体的に学習
に取り組む態度」について、学び方にのみフォーカスされることと教科依存性が低く教科の評価として見取る意

義が薄いことを指摘している。そして、まずは知識と技能を合わせて思考力・判断力・表現力等を発揮したこと

が見取れる認知系の課題を示し、次に認知系の課題の成果物自体を学習者がメタ認知して自己の変容や成長、人

間性を認知できる課題を示すことを提案した。そして、中学校社会科地理的分野を事例に、メタ認知を取り入れ

た二段階の「指導―評価」モデルの開発を行った。これは、先に示した「整理イメージ」と関連させれば、自己

のメタ認知等を働かせていく中で、教科ごとの学習内容に応じた思考や行動を単元等のまとまりの中で修正しな

がら学習していくモデルともいえるだろう。金子遥・東俊克(2024)では、金子遥・東俊克(2023)を基にした「関
東地方」の授業実践から生徒の記述分析を手がかりにモデルの修正を行った。そこでは、関東地方とさらにそれ

を包括した日本（国家像）についての課題に対する生徒の記述分析から、東京一極集中と地方分散に関して生徒

自身が自分の思考をメタ認知し、日本社会の「こうあるべき姿」と「こうありたい姿」の違いを認識しているこ

とが報告された。これらの二つの研究を「整理イメージ」に当てはめれば、メタ認知を通して学びの主体的な調

整を促す学習を促し、よりよい社会に向けた学習に繋がることが推察され、それ自体が主体性を育むことに繋が

っているといえるだろう。そして、金子遥・竹田裕貴・東俊克(2025a)では、「主体的に学習に取り組む態度」の
説明として示された「粘り強さ」「自己調整」に対して、「認知系の知識との結び付き」という点から整理し、中

学校社会科歴史的分野でモデルを開発した。その結果、態度面の評価である「主体的に学習に取り組む態度」に

ついて、教科の学習の範囲で評価する方法を示した。これは、教科の学習の範疇において、主体性を育む学習に

示唆を与えた。（表表１１） 
 

表表１１  ここれれままででのの主主なな研研究究成成果果  

論論文文  研研究究成成果果（（一一部部抜抜粋粋））  

金子遥(2021) 
見通しを持たせることで、まとめの場面で学習内容の関連付けや抽象化が行われる

ことを推察 
金子遥・東俊克(2023) 
金子遥・東俊克(2024) 

メタ認知を通して学びの主体的な調整を促す学習を行うことでよりよい社会に向け

た学習に繋がることが推察され、主体性を育むことに繋がっていることが示唆 
金子遥・竹田裕貴 
・東俊克(2025a) 

態度面の評価である「主体的に学習に取り組む態度」について、教科の学習の範囲で

評価する方法を示し、主体性を育む学習に示唆 
 
これらの研究を受けて、本研究では主体性を育むための社会科授業の設計に向けて、自己調整学習に着目した

実践を示す。従来、学習における主体性は「関心・意欲・態度」として学習への積極的な取り組み姿勢と捉えら

れがちであった。現行の学習指導要領では、「主体的に学習に取り組む態度」として「粘り強さ」「自己調整」の

視点で評価するように示された一方で、先述の中央教育審議会教育課程部会でも、「主体的に学習に取り組む態

度」について、ノート提出の頻度や課題の締切を遵守すること等の形式的な「勤勉さ」の評価に留まる例、「振り

返り」による評価の教師への負担、教師の期待する表現への学習者の過度な意識などの課題が示された。その背

景には、評価理由の客観的な説明が容易な定量的材料にならざるを得ない点、評価の状況により良さや成長を肯

定的に伝えることが難しく、学ぶ意欲を下げてしまう場合がある点が挙げられる。 
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返り」による評価の教師への負担、教師の期待する表現への学習者の過度な意識などの課題が示された。その背

景には、評価理由の客観的な説明が容易な定量的材料にならざるを得ない点、評価の状況により良さや成長を肯

定的に伝えることが難しく、学ぶ意欲を下げてしまう場合がある点が挙げられる。 

学びの主体性を育む社会科授業の設計 3

「整理イメージ」では、主体性がより細分化され「学びの主体的な調整」が中核に位置付けられた。そして、

「学びを方向付ける人間性」へと繋がることが示されている。特に社会科教育においては、「VUCA」や「BANI」
の時代における社会課題を扱うが故に、学習者が自らの思考過程を意識化し、多様な視点から事象を捉え直し、

よりよい社会の姿を主体的に考え続ける力の育成が不可欠である。初等・中等、また高等教育を修了してからも、

よりよい社会の一員として常に学び続けるためには、学び方自体の習得も欠かせない要素の一つであるといえる。

そこで、学び方学習の一つでもある自己調整学習の視点から、主体性を育む社会科授業を提案したい。社会科授

業の設計を自己調整学習の文脈から捉え直し、主体性を育む学びを設計し定着させることを目指す。

Ⅱ．自己調整学習

ここでは、自己調整学習について、先行研究を基に分析する。特に、自己調整学習の定義や探究学習との比較

から整理し、社会科における自己調整学習について考察する。

１ 自己調整学習の背景

自己調整学習は、木村(2023)によれば SCHUNK & 
ZIMMERMAN (1998)を用いて、「学習者が見通しを
立て、学習したことを振り返り、調整しながら学ぶ学

習」としている。さらに、自己調整学習を「見通す・

実行する・振り返る」の３つのフェーズが循環する学

習として説明している。日本の学校教育の文脈で捉

えるならば、単元の最初に学習課題を設定して予想

や仮説を立て、教科書や資料を活用して基礎知識を

身に付けたり自分なりの意見をまとめて表現したり

して、自分が表現した成果物を自己や他者からの評

価を基に振り返る過程を指すと考えられる（図図２２）。学

習者自身が単元の学習を見通し、課題に取り組みながら

最後に振り返るという流れを示している。

近年は多くの自己調整学習の実践事例が見られる。木村・渡邉・宗實(2024)は、児童が自ら学習を自己評価し
たり評価結果の原因を考えた上で次の時間に活かしたりする行為を「自己調整的に学習を振り返った」と表現し、

小学校低学年を事例に、振り返りの型を示すことで、学習者の自己評価及び原因帰属に関わる記述が多くみられ

るようになったことを報告している。齊藤・和田(2024)は、これからの時代に「自ら学ぶ力」の育成が重要とし
て、教室のアクション・リサーチ（実践者が研究者と共に自己理解を深め、質的な調査によるデータ収集を通じ

て、児童理解を深める方法）を通して、報告している。その中で、特に子どもが評価判断を働かせるための手立

てを考案すること、評価判断を働かせることで、自己調整学習への効果が生じたり自己調整学習のサイクル全体

に効果を与えたりすることが示した。福谷・皆川(2022)は、自己調整学習の理論に基づき、ポートフォリオと対
話的な活動を組み合わせた中学校社会科の学習と動機付けに対する影響について検討した。そのため、社会科の

学習動機づけの尺度を作成し、対話や振り返り活動とポートフォリオを組み合わせた授業実践からその効果につ

いて検証した。

以上の自己調整学習の先行研究では、学習者個人の振り返りや評価判断にフォーカスされている。しかし、自

己調整学習においても、自己評価や客観視が難しい場合を助ける存在として、他者の存在が重要になる。自己調

整学習の手段として「学習の共調整」では、自己と他者との間で自己調整が一時的に整合することを意味し、他

者との相互作用を通じて、学習方略へのモニタリング、学習への動機付けなどの調整が互いに創出する現象を指

す。さらに、「社会的に共有された調整」では、周りの学習者や教員など他者と協働的に学習を進める環境が組

織されていることであり、学習する共同体全員が学習の調整に積極的に関与していることを指す（表表２２）。

見通す

•学習課題の設定
•予想や仮説を立てる

実行する

•教科書や資料による基礎知識の獲得
•自分なりの意見の構築、表現

振り返る

•成果物の自己評価
•相互評価による相対化

図図２２ 単単元元ににおおけけるる自自己己調調整整学学習習のの流流れれ 
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表表２２  自自己己調調整整学学習習、、学学習習のの共共調調整整、、社社会会的的にに共共有有さされれたた調調整整のの対対比比  

((岩岩﨑﨑千千晶晶・・田田中中俊俊也也 22002233,,pp..5588をを基基にに筆筆者者作作成成))  

 自自己己調調整整学学習習  学学習習のの共共調調整整  社社会会的的にに共共有有さされれたた調調整整  
課課題題のの

文文脈脈  
単独/協働での学び 単独/協働での学び 協働での学び 

目目標標  
調整活動において個人とし

て適応すること、自立する

こと。 

(自己調整学習の手段として)そ
れぞれの学習者の適応や調整力

を媒介すること。 

協働プロセスを集団として調整

すること、適応すること。 

メメカカニニ

ズズムム  

モデリング、フィードバッ

ク、道具的サポートを提供

するためにより有能なピア

の存在が必要となる。 

(状況としてのアフォーダンスや
制約を含めて) 専門的な知識や
技術をもたらすことで自己調整

学習に影響を及ぼす必要がある。 

チームメンバー間(ピア同士)の公
平さと共同構成の創発が求めら

れる。 

研研究究  
資資料料  

個人と文脈に関するデータ 相互作用と媒介プロセスに関す

るデータ 
集団レベルのデータ 

研研究究  
手手法法  

自己報告、観察、追跡データ マイクロアナリティックな談話
分析法/活動システムや社会文化
的な影響の分析 

マクロレベルの調整活動のエピ

ソードによって文脈化されたマ

イクロアナリティックな談話分

析/個人の目標、認知、評価のキャ
リブレーション 

 
２ 自己調整学習と探究学習の関係 
前節で述べた自己調整学習と非常に関連が見られるものとして、探究学習があげられる。探究学習は、多様な

説明がされるため、一概に定義付けることは難しい。学習指導要領では、総合的な学習（高等学校では探究）の

時間についての説明の中で、「探究的な学習」が示されている。その中で、学習指導の基本的な考え方に「①課題

の設定②情報の収集③整理・分析④まとめ・表現」の 4段階に分けた学習過程と他者と協働して主体的に取り組
む学習活動を示している。 
学習過程では、まず生徒が実社会や実生活に向き合う中で課題を設定すること、観察・実験・見学・調査・探

索・追体験などの活動を通して情報を収集し整理すること、自分自身の考えとしてまとめたりそれを他者に伝え

たりすることを示している。さらに、このプロセスが前後する場合や複数のプロセスが一体化することもあると

説明されている。この点は、自己調整学習における見通す・実行する・振り返るというプロセスと高い関連性が

見られる。一方で、各教科等で扱う内容によっては、課題設定について違いが見られる。例えば、中学校社会科

では、現代の日本に住む中で見えてこない過去の歴史や海外の地理等を扱う。自分の生きる時代と異なる時代、

または自分の住む地域と異なる地域においては、人口減や高齢化などの共通する課題も見られるが、交通利便性

や産業構造が自分の実社会や実生活と違うため、異なる価値観や今まで持ち合わせていない概念を用いて課題解

決をする必要がある。そうした点で、「生徒が実社会や実生活に向き合う中で課題を設定する」探究学習は、設

定された課題が学習者にとって予想しやすい内容であるのに対して、教科で行われる自己調整学習では、設定さ

れた課題が学習者の既有の知識では答えられない（または異なる価値観が必要となる）という違いが見られる。 
他者と協働した学習活動については、異なる多様な他者と協働して学習することを通して、多様な他者との関

わりそれ自体や社会への参画等に繋がることを目指している。言い換えれば、他者と協働した学習自体が学習の

質の高まりや課題解決に繋がりやすいとされる。一方で、自己調整学習における協働的な学習は、学習の共調整

や社会的に共有された調整といった活動が見られるが、あくまでも学習の調整が主眼に置かれており、協働はそ

れを支援するための一つの手段として捉えられる。自己調整学習においても、協働する場面を設ける必要がある

が、それは学習者が選択できるように保障するべきであり、それ自体はあくまでも必須ではない。むしろ、他者

と協働した学習活動を実施するべきかも含めて、学習者に自己選択の機会を保障することが、自己調整学習にお

いては重要だと考えられる。 
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するためにより有能なピア
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２ 自己調整学習と探究学習の関係 
前節で述べた自己調整学習と非常に関連が見られるものとして、探究学習があげられる。探究学習は、多様な

説明がされるため、一概に定義付けることは難しい。学習指導要領では、総合的な学習（高等学校では探究）の
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説明されている。この点は、自己調整学習における見通す・実行する・振り返るというプロセスと高い関連性が
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や産業構造が自分の実社会や実生活と違うため、異なる価値観や今まで持ち合わせていない概念を用いて課題解

決をする必要がある。そうした点で、「生徒が実社会や実生活に向き合う中で課題を設定する」探究学習は、設

定された課題が学習者にとって予想しやすい内容であるのに対して、教科で行われる自己調整学習では、設定さ

れた課題が学習者の既有の知識では答えられない（または異なる価値観が必要となる）という違いが見られる。 
他者と協働した学習活動については、異なる多様な他者と協働して学習することを通して、多様な他者との関

わりそれ自体や社会への参画等に繋がることを目指している。言い換えれば、他者と協働した学習自体が学習の

質の高まりや課題解決に繋がりやすいとされる。一方で、自己調整学習における協働的な学習は、学習の共調整
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れを支援するための一つの手段として捉えられる。自己調整学習においても、協働する場面を設ける必要がある

が、それは学習者が選択できるように保障するべきであり、それ自体はあくまでも必須ではない。むしろ、他者

と協働した学習活動を実施するべきかも含めて、学習者に自己選択の機会を保障することが、自己調整学習にお
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 学びの主体性を育む社会科授業の設計 5 

 
３ 社会科における自己調整学習 
 以上の点から、社会科における学びの主体性を育む授業として、二つの要素をあげる。 
一つは、見通しと実行との往還である。先述の通り、自己調整学習において設定された学習課題は、学習者に

とって既有の知識で答えることが難しい。その結果、学習課題について立てた見通しは、常に修正される必要が

ある。毎回の授業で常に振り返りの場面を設定しながら、単元の見通しを修正する機会を保障する。これは、「整

理イメージ」と関連させれば初発の思考や行動がひとりよがりにならないように、常に自己調整の場面を設ける

ことといえる。そして、毎回の授業での見通しと実行の往還を通して、学習者が自らの思考過程を意識化したり

多様な視点から事象を捉え直したりすることを促す。これが、「整理イメージ」における「学びの主体的な調整」

の育成に繋がると考える。二つは、協働的な学習活動への位置付けである。協働的な学習活動は、探究学習の中

で異なる他者との連携や社会参画への繋がりを促す要素とされている。社会科における自己調整学習においても

その重要性は見られる一方で、あくまでも手段として協働的な学習活動を位置付ける。そのため、学習者の思考

や行動の修正が行えるように、協働的な学習活動の機会を保障する。具体的には、毎回の授業の中で、他の学習

者と協働する、または動画視聴や先生に質問するなど、一人での学習以外の多様な選択肢を提供する。その結果、

他者との関わりや他者との協働の必要の有無を含めて、自己調整を促し、よりよい学びや豊かな人生・よりよい

社会といった「整理イメージ」と目的を一致させた学びの主体的な調整を促したい。 

Ⅲ．主体性を育む社会科授業の設計 

以上を踏まえて単元「地域の課題から捉える近畿地方」を作成した。本授業は、中学校学習指導要領第 2 章第
2 節社会の以下の項目に対応する。 
大項目 C 日本の様々な地域 （3）日本の諸地域 
次の①から⑤までの考察の仕方を基にして，空間的相互依存作用や地域などに着目して，主題を設けて課

題を追究したり解決したりする活動を通して，以下のア及びイの事項を身に付けることができるよう指導す

る。 
① 自然環境を中核とした考察の仕方   ② 人口や都市・村落を中核とした考察の仕方 
③ 産業を中核とした考察の仕方     ④ 交通や通信を中核とした考察の仕方 
⑤ その他の事象を中核とした考察の仕方 
ア 次のような知識を身に付けること。 
（ア）幾つかに区分した日本のそれぞれの地域について，その地域的特色や地域の課題を理解すること。 
（イ）①から⑤までの考察の仕方で取り上げた特色ある事象と，それに関連する他の事象や，そこで生ずる

課題を理解すること。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
（ア）日本の諸地域において，それぞれ①から⑤までで扱う中核となる事象の成立条件を，地域の広がりや

地域内の結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる課題と有機的に関連付けて

多面的・多角的に考察し，表現すること。 
１ 単元名 
「地域の課題から捉える近畿地方」 

２ 単元の目標 
・近畿地方の自然環境の様子やその保全、歴史と伝統、産業について、持続可能な地域づくりに向けた取り組み

を理解し、地図や図表を活用してまとめる。 
・近畿地方において環境保全や歴史と伝統の継承、産業の継続などの課題について、都市部と山間部の繋がり、

環境保全への取り組み、工場の位置や分布に着目して、持続可能な取り組みと関連付けて多面的・多角的に考

察し、表現する。 
・近畿地方について、そこで見られる課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養う。 
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３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①近畿地方の自然環境の様子やそ

の保全、歴史と伝統、産業につ

いて、持続可能な地域づくりに

向けた取り組みを理解できる。 
 
②近畿地方の自然環境の様子やそ

の保全、歴史と伝統、産業につ

いて、地図や図表を活用してま

とめられる。 

①近畿地方において環境保全や歴史と

伝統の継承、産業の継続などの課題

について、都市部と山間部の繋が

り、環境保全への取り組み、工場の

位置や分布を多面的・多角的に考察

し、表現している。 
②近畿地方の課題を見出し、持続可能

な取り組みと関連付けて多面的・多

角的に考察し、表現している。 

①近畿地方について、見通

しをもって学習に取り組

もうとし、学習を振り返

りながら課題を追究しよ

うとしている。 

 
４ 単元計画（全７時間） 
単元計画については、時数や学習者の具体的な学習活動、指導上の留意点等が学習者個々に異なる自己調整学

習の特徴から、先述した単元の流れと田中・進藤(2023)を基にまとめたい。 

段

階 
学習プロセス 学習課題、主な学習内容 

見 
通 
す 

【目標設定】 
・学習課題に対する仮説を立て、

立証のための要素を考える。 

【方略計画】 
・学習課題に対して、学習計画を立

てる。 

・近畿地方の課題を考え、そ

の課題が生まれる理由と、

その課題を解決できる具体

策を仮説として立てる。 

実 
行 
す 
る 

【実行】 
・教科書を読んで用語を確認す

る。 
・近畿地方の課題を教科書や動

画などの資料から探す。 
・近畿地方の課題が生まれる理

由を考察する。 
・近畿地方の課題を解決するた

めの具体策を考える。 
・具体策を立証する要素を教科

書やインターネット、学習補助

資料からまとめる。 
・既習の地域と関連付けて、課題

に対する具体案や自分なりの

意見を構築する。 

【本時の見通し】 
・一単位時間当たり

の見通しを立て

る。 
 
【本時の振り返り】 
・取り組んだことを

まとめる。 
・取り組んだことへ

の自己評価、原因

の分析を行う。 
・自分の生活やこれ

までの学習との関

連を考察する。 

【方略調整】 
・振り返りを

通して、毎

回 の 見 通

し や 学 習

方 法 の 調

整を行う。 
・毎回、動画

視聴、先生

に質問、他

の 人 と 協

働、一人の

4 つから学
習 方 略 を

決める。 

①なぜ３つの地域で気候が異

なるのか？ 
②どのような環境保全が行わ

れているか？ 
③大阪府の東部では現在、何

が造られているか？ 
④「歴史的景観」を守るため

に、どのような工夫をして

いるか？ 
⑤林業で工夫をしていること

は何か？ 
・近畿地方の課題に対する解

決策をこれまでの学習と関

連付けて他の地域と比較し

ながらまとめる。 
振 
り 
返 
る 

【単元の振り返り】 
・成果物を自己評価する。 
・相互評価により、自分の意見を相対化する。 
・単元全体に対する学び方、その原因を振り返る。 
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決策をこれまでの学習と関
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【単元の振り返り】 
・成果物を自己評価する。 
・相互評価により、自分の意見を相対化する。 
・単元全体に対する学び方、その原因を振り返る。 
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５ 黒板掲示、振り返りシート、ワークシート等

（１）黒板掲示、学習補助資料

黒板掲示                   学習補助資料

学習エリア

黙々

エリア

共有

エリア

動画視聴

エリア

先生質問

エリア

残り回数

回

【学習の視点】

①なぜ３つの地域で気候が

異なるのか？

②どのような環境保全が行

われているか？

③大阪府の東部では現在、何

が造られているか？

④「歴史的景観」を守るため

に、どのような工夫をして

いるか？

⑤林業で工夫をしているこ

とは何か？

（２）単元の振り返りシート

ここ 
ここ 
にに 
QQ 
RR 
ココ 
ーー 
ドド 
をを 
添添 
付付 
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8 教職キャリア高度化センター教育実践研究紀要 第８号 

（３）評価課題 

  評価課題では、左側に個別的知識の穴埋め、右側に学習課題に答える欄を設け、評価できるようにする。 
 

  

 
（４）評価課題に対するルーブリック 

ＳＳ  
近畿地方の課題を考察し、その課題が生まれる理由や具体的な解決策を仮説として立て、他の地域と関

連付けながら立証している。 

ＡＡ  近畿地方の課題を考察し、その課題が生まれる理由や具体的な解決策を仮説として立て、立証している。 

ＢＢ  学習内容をまとめて、近畿地方の課題を考察している。 

ＣＣ  Ｂ基準に達していない。 

 
（５）学びの主体性を育む社会科授業の設計のポイント 

本単元では、「地域の課題から捉える近畿地方」として、近畿地方の課題を捉え、その解決策をまとめるとい

う単元構成を示した。先に示した社会科における学びの主体性を育む授業のポイントを基に考察していく。見

通す・実行するプロセスでは、まず学習課題を示し、見通しを立てさせた。近畿地方の課題について、教科書

を概観しながら二つ挙げさせ、そのための仮説を二つ設定させた。そして、実行するプロセスでは、気候や環

境保全、産業や文化などの視点を問いとして黒板の右側に示すことで、常に学習者の仮説を修正するための視

点とした。協働的な学習活動への位置付けについては、実行するプロセスで毎回、学習するエリアを示す。一

人で取り組むエリアを黙々エリア、他者と協働するエリアを共有エリア、動画視聴して学習するエリアを動画

視聴エリア、教員に質問できるエリアを先生質問エリアとして、毎回の黒板の左上に示し、学習者が協働的な

学習活動を選択できるようにした。そして、毎回の学習について自己調整を促すための振り返りシート、単元

の学習課題に答えるための評価課題を設定した。 
以上、評価課題による学習課題の明確化と振り返りシートによる自己調整の促進による見通しと実行との往

還、板書などの学習環境による協働的な学習活動の選択肢の保障が、学びの主体性を育む社会科授業の設計の

ポイントである。 
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通す・実行するプロセスでは、まず学習課題を示し、見通しを立てさせた。近畿地方の課題について、教科書

を概観しながら二つ挙げさせ、そのための仮説を二つ設定させた。そして、実行するプロセスでは、気候や環

境保全、産業や文化などの視点を問いとして黒板の右側に示すことで、常に学習者の仮説を修正するための視

点とした。協働的な学習活動への位置付けについては、実行するプロセスで毎回、学習するエリアを示す。一
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Ⅳ．今後の展望 

本研究では、学びの主体性を育む社会科授業を目指して、その設計として中学校社会科地理的分野の近畿地方

を事例に取りあげた。 
学習者が自らの思考過程を意識化し、多様な視点から事象を捉え直し、よりよい社会の姿を主体的に考え続け

る力の育成が必要と考え、「学びの主体的な調整」を促すための方法として、自己調整学習に着目した。そして、

自己調整学習と関連性の高い探究学習を比較しながら、単元における社会科の自己調整学習を示した。その中に

は、単元の見通しと実行を往還すること、協働的な学習活動の選択ができる環境を整備することが重要であるこ

とを示し、学びの主体性を育む社会科授業として事例を設計した。 
今後は、本研究で示した自己調整学習の実践を進めていく必要がある。実践を通して、「整理イメージ」に示

されている自己調整が促されているか、初発の思考や行動が自身の豊かな人生やよりよい社会に向けていく人間

性へと関連していくかを検証する必要がある。さらに、本研究で示した自己調整学習は、これまでの一斉授業と

は異なる学び方である。この学習は、学習者に定着させることでより効果が高まると考えられる。本研究を事例

に、実践を繰り返すことで学習者に自己調整学習を定着させていくことも必要であり、今後の課題としたい。 
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